
平成２９年 運輸業（貨物取扱業を含む）死亡災害事例

職種

経験

貨物自動車運
転者

10年以上20年
未満

移動式クレー
ン運転者

10年以上20年
未満

作業者・技能
者

10年以上20年
未満

車両等検査、
整備作業者

1年以上5年未
満

運転者

1年以上5年未
満

貨物自動車運
転者

5年以上10年
未満

車両等検査、
整備作業者

20年以上30年
未満

車両等検査、
整備作業者

5年以上10年
未満

車両等検査、
整備作業者

1年以上5年未
満

特殊自動車運
転者

1年以上5年未
満

10

11月
鉄道軌道
水運航空

業

交通事故（そ
の他）

被災者はヘリコプターで建設資機材を運んだ後、ヘリポートに向かう
途中、搭乗していたヘリコプターが墜落した。

20歳代

その他の乗物

12月
道路貨物
運送業

はさまれ、巻
き込まれ

被災者は、車両洗車のため工場構内を歩いていたところ、トラク
ター・ショベルにはねられた。

20歳代

整地・運搬・
積込み用機械

被災者はトラックで高速道路を走行していたところ、渋滞中の車列に
追突した。

40歳代

トラック

5月2
道路貨物
運送業

墜落、転落

足場仮設材を引き取るため、トラッククレーンで建設現場に入場した
被災者が、トラッククレーンへ荷の積み込みを終えた後、荷の上で作
業を行っていたところ、地上から高さ約２．５メートルの地上面へ墜
落した。70歳以上

移動式クレー
ン

5月3
港湾運送

業

飛来、落下

作業員が、コンテナをフォークリフトに積載し、３メートル程度まで
上げて後退したところ、コンテナが落下し、付近を通行していた被災
者が下敷きになった。

40歳代

月 業種
事故の型

発生状況の概要年齢
起因物

2月1
道路貨物
運送業

交通事故（道
路）

被災者はトラックで、高速道路を走行していたところ、追越車線を走
る別のトラックが中央分離帯に激突し、その弾みで被災者のトラック
の前に進入してきたため衝突した。

60歳代

トラック

フォークリフ
ト

10月

6

道路貨物
運送業

飛来、落下

5

8月4
道路貨物
運送業

交通事故（道
路）

鉄製のかごに入れた機械の部品を降ろすため、トラックのゲートリフ
ターを降下させたところ、かごの中の荷が倒れ、かごを押さえていた
被災者が下敷きとなった。

30歳代

機械装置

7

11月
道路貨物
運送業

交通事故（道
路）

被災者は、トラックで高速道路を走行していたところ、中央分離帯を
乗り越え反対車線上に停車していたトラックに激突した。

40歳代

トラック

11月
鉄道軌道
水運航空

業

交通事故（そ
の他）

被災者はヘリコプターで建設資機材を運んだ後、ヘリポートに向かう
途中、搭乗していたヘリコプターが墜落した。

50歳代

その他の乗物

被災者はヘリコプターで建設資機材を運んだ後、ヘリポートに向かう
途中、搭乗していたヘリコプターが墜落した。

20歳代

その他の乗物

8

9

11月
鉄道軌道
水運航空

業

交通事故（そ
の他）

本表の災害は、東京労働局管内の事業場で発生した平成２９年運輸業（貨物取扱業を含む）の死亡災害です。（ただし、脳・心臓疾
患及び精神障害は除く。）


